
   令和 4年大阪府立清水谷高等学校 学校運営協議会（第 2回）         記録概要 

1. 日時：令和4年 12月 9日（金） 15 時～16時 

2. 場所：大阪府立清水谷高等学校 校長室 

3. 運営協議会委員：                        （敬称略） 

日本教育会 大阪府支部 支部長 田中 保和 出席 

大阪市立高津中学校 校長 竹内 直樹 出席 

須藤大場法律事務所 弁護士 須藤 隆二 出席 

元 PTA会長 藤本 都也子 出席 

清援会 会長（前 PTA会長） 嘉田 恭永 欠席 

PTA会長 近藤 清子 出席 

   校内 校長、教頭（事務局長）、事務長、指導教諭（欠席）、首席 2名（内 1名欠席） ※記録：首席 

   ・委員の過半数の出席があり、実施要項第１０条２項の定めにより会議は成立していることを確認。 

 

4.次第 

 Ⅰ 会長挨拶 

    

 Ⅱ 校長挨拶 

    

 Ⅲ 議事（15:05～） 

  (1)令和 4年度 学校経営計画及び学校評価の進捗状況について 

【校長より】 

   ・学校教育自己診断の数値目標以外の目標に係る結果及び進捗状況などを報告。 

   ・教員相互の授業見学会及び授業研究会を１１月に実施した授業見学週間についての説明。 

   ・ジェンダーレスの新型制服の選択肢を追加導入についての経緯と決定事項の報告。 

   ・ミドルリーダー育成のための「育成支援チーム事業」に応募し、９月と１１月に２度の研修実施の報告。 

   ・教員間及び教員と生徒間でのハラスメントを許さない職場づくりへの取り組み報告。 

 

  【委員からの質問など】 

   ・制服のパターンが増えることになるが、清水谷生としての誇りや統一感のために校章は大切にしたい。 

    ⇒Ⅲ型制服のブレザーの胸のエンブレムは生徒提案で従来の２つの校章をデザインしていることを説明。 

   ・新型制服の導入は、以前より生徒からの要望もあり、また、人権問題に関わる配慮として、今回は迅速に

導入すべきと考えた。 

・制服にブレザーが導入される流れは天王寺区の中学校でも次々にあり、大阪府全体である。 

   ・生徒の学習環境を良く整えていただいており、ありがたい。 

   ・授業見学には、教職員も見学しており、多い授業では 20人程度の見学者のある授業もあった。 

 

  (2)スクールミッションについて 

【校長より】 

   ・スクールミッション案の報告と作成の経過説明。 



   【委員からの質問など】 

・「愛と恕」を校訓に準じた位置づけにすることについて、今の清水谷高校の生徒が意味をしっかりと把握

し、浸透していくように、説明していく必要がある。 

   ・以前から大切にしている言葉を見つめ直し、これからも大切にしていくのは重要なことである。 

  (4)令和 5年度リーディングGIGAハイスクールについて 

  【校長より】 

   ・令和４年度「リーディングGIGAハイスクール」の研究モデル校の募集に応募して合格したことの経緯と、

ワイド型電子黒板機能付きプロジェクタが全HR教室含む２２の教室に設置されることの報告。 

   ・設置工事が年度内に開始予定。 

   【委員からの質問など】 

   ・工事中に授業で黒板を使えないなどのことのないようにしてほしい。 

   ・中学校では現在ほぼすべての教科でプロジェクタを利用している。 

 

  (5)その他 

【校長より】 

・1 年生の現在の様子について説明。 

・学校見学会について説明。 

  【委員からの質問など】 

・進路変更する場合は、理由も行先も多岐にわたっている。 

・学校見学会はこれまで１０月と１１月の 2回を実施しており、いずれも 1回につき約 300組（１５０組ずつ

で２回転）が来校している。明日の３回目も概ね満席（１５０組ずつで２回転）の予定。 

・1 月の学校見学会は、クラブ活動の見学を重点的に実施する予定である 

・中学生の進路の決定時期は年内である。 

 

 

Ⅳ 連絡 

 (1)次回連絡 

   2 月 8日(水)15(水)24(金)のいずれかの 15時より校長室で開催する。 

 

 

 

議事終了(16:06) 


